待降節第4主日・クリスマス礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年12月21日
「飼い葉桶に眠る幼子」
イザヤ書9章1～6節
 9:1 闇の中を歩む民は、大いなる光を見／死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。
 9:2 あなたは深い喜びと／大きな楽しみをお与えになり／人々は御前に喜び祝った。刈り入れの時を祝うように／戦利品を分け合って楽しむように。
 9:3 彼らの負う軛、肩を打つ杖、虐げる者の鞭を／あなたはミディアンの日のように／折ってくださった。
 9:4 地を踏み鳴らした兵士の靴／血にまみれた軍服はことごとく／火に投げ込まれ、焼き尽くされた。
 9:5 ひとりのみどりごがわたしたちのために生まれた。ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。その名は、「驚くべき指導者、力ある神／永遠の父、平和の君」と唱えられる。
 9:6 ダビデの王座とその王国に権威は増し／平和は絶えることがない。王国は正義と恵みの業によって／今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。万軍の主の熱意がこれを成し遂げる。

ルカによる福音書2章1～7節
2:1 そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。
 2:2 これは、キリニウスがシリア州の総督であったときに行われた最初の住民登録である。
 2:3 人々は皆、登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。
 2:4 ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレから、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。
 2:5 身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。
 2:6 ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、
 2:7 初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。
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　　アドベントクランツに灯りが4つ灯りました。いよいよクリスマスを迎えました。今日は御子イエス様の御降誕をお祝いするクリスマス礼拝です。
　皆さんはクリスマスには本をプレゼントしたりされたりしたことがあると思います。12月号の「信徒の友」は「クリスマスをあなたに　どの本、贈る？」とクリスマスプレゼントに本を贈るのにお勧めの本が紹介されています。私もクリスマスに本を贈ったこともあれば、贈られた記憶があります。
私は小さなころから本が好きでして、幼い時に両親が絵本セットをプレゼントしてくれて夢中になって読んだり、読んでもらったりしたのを覚えています。その絵本の中に「イソップ童話」ありました。「北風と太陽」とか「ウサギと亀」とか「アリとキリギリス」とか、「イソップ童話」は身近な動植物や自然現象を題材にして人生において大切な教訓を教えてくれるお話です。皆さんも一度はどこかで読んだり聞いたりしたことがあると思います。
　その「イソップ童話」の中に「飼い葉桶の中の犬」というお話があります。
「ある時、飼い葉桶で昼寝をしていた犬が、牛が干し草を食べるのを邪魔しようとワンワン吠えて、飼い葉桶に近寄らせませんでした。するとあきれた牛が、仲間の牛に「あいつは干し草など食べないのに、干し草を食べる我々に干し草を譲ろうとはしない」と言いました。そこに農夫が入ってきました。農夫はその様子を見て棒を取って犬を牛舎から追い出しました。」
　というお話です。このイソップ童話の「飼い葉桶の中の犬」のお話から、自分には必要がないのに、それを必要としている人の邪魔をする人のことを「飼い葉桶の中の犬」「a dog in the manger」と言うようになったそうです。
　飼い葉桶に犬がいる。たしかにおかしな光景です。犬がいるのは犬小屋です。自分のベッドで寝ればいいものをわざわざ飼い葉桶で寝る。飼い葉桶は牛などの家畜にとっては食べ物が入っている大切な場所です。そこに本来は犬がいてはいけないのです。それをさも自分の食べ物が入っているかのように、本来飼い葉桶を必要としている牛たちを払いのけるのはやはりおかしなことです。
　では、飼い葉桶に人間の赤ちゃんがいたらどうでしょうか。牛などの家畜の食べ物が入っている飼い葉桶に人間の赤ちゃんがいるのです。それもまたおかしな光景です。もちろん赤ちゃんですので、「ここは自分の場所だ」と犬のように牛たちを払いのけて近寄らせないことはしないでしょう。けれども、やはり飼い葉桶に赤ちゃんがいる、それは異常な光景です。赤ちゃんはやはり赤ちゃん用のベッドの中で両親の愛情に守られてすやすやと眠るのが本来の姿でしょう。けれども、本来はいてはいけない飼い葉桶に布に包まれた赤ちゃんがいるのです。それが救い主イエス・キリストの姿なのです。神様が遠い昔に約束して下さった救い主、イザヤやマラキや他の預言者達がその到来を告げる救い主イエス・キリスト誕生の姿なのです。
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　ルカによる福音書にはイエス様誕生の場面が記されています。皇帝アウグトゥスの勅令により、人々はそれぞれ生まれ故郷に帰って住民登録をしなければなりませんでした。それは、ヨセフもイエス様を身ごもって出産間近なマリアも例外ではありませんでした。ヨセフとマリアはガリラヤのナザレからユダヤのベツレヘムに旅を続けていました。距離にして100キロ以上、一週間はかかるであろう過酷な旅でした。ことに身重のマリアにとって命がけの旅でした。
二人はベツレヘムに到着し、宿を求めましたが、「宿屋には彼らの泊まる場所がなかった」と7節に記されているのです。ヨセフが宿を求めたけれども次々に断られて、「うちは家畜小屋なら空いてるよ」という親切な宿主のおかげで家畜小屋に泊まりそこでイエス様を出産して飼い葉桶に寝かせたと一般的には広まっています。
　ただ、実際にはそうではなかったのではないかと考えられています。この「宿屋」と訳されている言葉には「客間」という意味があります。事実口語訳聖書では「客間」と訳されていました。「客間には彼らのいる余地はなかったからである」です。この当時商売としての宿屋というのは一般的には広まっておらず、住民は「客間」を宿として提供していたようです。今でいう「民泊」の形が一般的だったようです。そして、庶民の家は「客間」とその家の人が生活する「居間」と牛や馬などを飼育する「土間」それだけの空間しかありませんでした。その土間に飼い葉桶は置かれていました。そして、どうやら餌やりの時間以外は飼い葉桶がベビーベッドとして使われていて、その家の赤ちゃんは飼い葉桶に寝かされていたそうです。
　ですから、飼い葉桶に赤ちゃんがいる、それは異常な光景だと申しましたが、むしろ貧しい庶民の間ではその光景はごく普通の光景だったようです。ヨセフもマリアも決して裕福な家庭で生れ育ったのではありません。貧しい家庭で生まれ育ちました。おそらくヨセフもマリアも赤ちゃんの時は飼い葉桶をベビーベッドにして寝かされて育てられたのでしょう。そして弟や妹が同じように飼い葉桶に寝かされて育てられたのを当たり前のように見て育ったのでしょう。ですから、生まれたばかりのイエス様を布にくるんで飼い葉桶に寝かせるのはヨセフにとってもマリアにとっても当たり前のことだったのです。そういう風にイエス様は貧しい家庭のごくごく普通の赤ちゃんとしてこの世にお生まれになられたのです。神の子イエス様がごく普通の人間として生まれてくださった、そのことが飼い葉桶に眠る幼子の姿に現われているのです。そしてそれこそが神様のご計画なのです。ごくごく普通の人間としてイエス様をこの地上に遣わしてくださったのです

3 
　飼い葉桶で眠る幼子イエス様、その姿は低くされた姿の象徴でありまた貧しき姿の象徴であると言われています。でも、もっと深い意味があるのではないか、今回クリスマス礼拝で説教の準備する中で改めて「飼い葉桶」について調べてみました。
　旧約聖書の中に箴言というのがありその箴言の14：4にこのような言葉があります（1008頁）。
　「牛がいなければ飼い葉桶は清潔だが　豊作をもたらすのは牛の力。」
　確かに飼育する牛がいなければ餌のわらを入れる必要がないので飼い葉桶は清潔です。わらを食べ水を飲む時の唾液や糞尿などで飼い葉桶が汚れることはありません。でも、牛がいなければ畑を耕したりする時の大切な労力がないのであり、その家の畑は豊作にはならないのです。今の私たちだと田植えや収穫などかなり機械の力に頼っていますが、その機械が無かったら人力で全てしなければならず当然収穫量は下がります。それと同じで畑に豊作をもたらしてくれて私たちを養ってくれるのが牛などの動物です。そして、その動物の食べものや飲み物を入れて動物を養うのが飼い葉桶です。「飼い葉桶」を意味するヘブライ語のもともとの言葉には「養う」とか「食べ物を与える」という意味があるのです。
　ですから、「飼い葉桶」はそこにわらなどの食べ物を入れて牛などを養うものです。牛などの家畜にとってなくてはならない命の食べ物が入っているもの、それが飼い葉桶です。そして、その飼い葉桶の命の食べ物を食べた牛たちの働きによって豊作がもたらされて私たち人間が食べ物を得ることができて命を得ることができるのです。そう考えますと、飼い葉桶というのは命を与えるものということができるのです。それはつまり、飼い葉桶は命の象徴と言えるのです。
　イエス様がそのような飼い葉桶に眠る幼子としてお生まれになられたということは、低くされた姿の象徴であると共に、貧しき姿の象徴であると共に、さらには、私たちに命を与えてくださる命の象徴としての姿をそこに見ることができるのです。私たちを養い私たちに命を与えてくださるために飼い葉桶の中に眠る幼子として救い主イエス様はお生まれになられたのです。
　そして、イエス様がどういう風に私たちを養い私たちに命を与えてくださるかと言うと、私たちの罪を贖うために十字架におかかりなられて、ご自分の命を捨てて死んでくださり、死で終わりではなくて死から甦られて、死に打ち勝たれて、私たちに永遠の命の道を与えてくださるのです。さらには命の言葉である聖書の言葉で私たちを養って下さるのです。
　宗教改革者のマルティン・ルターという人は「聖書はキリストが横たわる飼い葉桶である」と言ったそうです。ああなるほどと思います。ご自分の十字架の死と復活によって私たちに命を与え、私たちを日々養って下さるイエス様が横たわる飼い葉桶こそがこの聖書なのです。ここに私たちの命があるのです。ここに私たちの希望があり、ここに私たちの慰めがあるのです。ここに私たちの喜びがあり、ここに暗闇中を歩む私たちの光があるのです。そして、そのイエス様と私たちは聖書を通して日々出会っているのです。教会の礼拝で語られる命の言葉によって私たちは命を与えられ日々養われているのです。その大きな恵みに私たちはこのクリスマス礼拝で改めて共に思いを寄せるのです。
イエス様が私たちに命を与えるためにお生まれになられた、死という滅びしかないと思っていた、暗闇と死の陰に座していた私たちに命を与えてくださるためにこの世にお生まれになられて、貧しく小さな赤ちゃんの姿で飼い葉桶の中で寝かされた幼子の姿でお生まれになられた、その大きな大きな愛に私たちは感謝をしてこのクリスマスを迎えるのです。クリスマスおめでとうございます。クリスマスの恵みが私たち一人一人に、今日礼拝に集いたくても集えなかった兄弟姉妹に、諏訪教会に、世界中の教会に、そして世界中の人々の上に豊かに注がれますように。
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